
小学校算数科における指導改善のポイント

奈良県教育委員会事務局学校教育課

指導主事 富田 英明

E-mail：tomita-hideaki@office.pref.nara.lg.jp



〈本日の説明〉

１．平成29年度全国学力・学習状況調査

○ 今年度の調査結果について

○ 課題及び指導改善のポイント

２．平成29年度奈良県学力・学習状況調査

○ 今年度の調査結果について

○ 課題及び指導改善のポイント

３．今後の授業の在り方
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奈良県教育委員会

平成29年度全国学力・学習状況調査結果

問題の概要
奈良県
正答率

全国
正答率

奈良県
無解答率

全国
無解答率

(1)
リボンを２ｍ買ったときの代金と３ｍ
買ったときの代金を書く 96.9 97.0 0.5 0.4

(2)
買ったリボンの長さと１ｍ当たりのリボ
ンの値段と代金が、それぞれ数直線上
のどこに当てはまるかを選ぶ

70.5 70.0 2.0 1.8

(3)
60×0.4を60×４を基にして考えるとき
の正しい積の求め方を選ぶ 90.7 91.1 1.0 0.7

1

問題
番号

小学校算数Ａ
全国平均正答率 ７８．８％

県平均正答率

７８％
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奈良県教育委員会

平成29年度全国学力・学習状況調査結果

問題の概要
奈良県
正答率

全国
正答率

奈良県
無解答率

全国
無解答率

(1) 123×52　を計算する 84.9 85.3 0.5 0.5

(2) 10.3＋４　を計算する 77.1 79.9 0.4 0.4

(3)
６＋0.5×２　を計算する
※【小学校】H19A１(7)同一題(69.1％) 62.4 66.8 0.5 0.6

(4) ５÷９　の商を分数で表す 69.7 69.4 4.2 3.9

８と12の最小公倍数を求める
※【中学校】H24A１(1)同一題(69.1％) 85.4 86.3 1.3 1.2

問題
番号

2

3

小学校算数Ａ

奈良県教育委員会 4



奈良県教育委員会

平成29年度全国学力・学習状況調査結果

問題の概要
奈良県
正答率

全国
正答率

奈良県
無解答率

全国
無解答率

重さ、長さについて任意単位による測定を基に
比較しているものを選ぶ 72.2 70.8 0.7 0.6

示された平行四辺形の面積の、半分の面積であ
る三角形を正しく選ぶ 68.9 67.2 1.4 1.3

円を使って正五角形をかくとき、円の中心のまわ
りの角を何度ずつに分割すればよいかを書く 76.3 75.7 2.9 2.3

立方体の展開図から、示された面と平行な面を
選ぶ 85.8 86.8 1.2 1.0

はじめに持っていたシールの枚数を□枚とした
ときの、問題場面を表す式を選ぶ 84.2 83.7 1.6 1.48

問題
番号

4

5

6

7

小学校算数Ａ
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奈良県教育委員会

平成29年度全国学力・学習状況調査結果

小学校算数Ａ

6

問題の概要
奈良県
正答率

全国
正答率

奈良県
無解答率

全国
無解答率

(1)
出席番号１番の人は二次元表のどこに入るか
を選ぶ 88.1 88.2 3.5 2.6

(2) 二次元表の合計欄に入る数を書く 61.3 63.1 6.8 5.1

問題
番号
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小学校算数Ａ 平均正答率と無解答率(奈良県)

奈良県教育委員会

平成29年度全国学力・学習状況調査結果

奈良県教育委員会 7

２番(3)

加法と乗法の
混合計算

９番(2)

二次元表の
合計欄の値

２番(4)

５÷９を分数で
表す



奈良県教育委員会

平成29年度全国学力・学習状況調査結果
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相当数の児童ができている問題は次のと
おりです。



奈良県教育委員会

平成29年度全国学力・学習状況調査結果

9

課題が見られた問題は，次のとおりです。



奈良県教育委員会

平成29年度全国学力・学習状況調査結果

（出題の趣旨）加法と乗法の混合した整数と小数の計算をすることができる

平均正答率

62.4％

Ａ２(3) 【加法と乗法の混合した計算】 ４年Ａ 数と計算 (5)ウ

10

誤答の類型分析

奈良県反応率
（％）

◎ 1 ７　と解答しているもの 62.4
2 １３　と解答しているもの 18.9
3 １６　と解答しているもの 2.1
4 ２．２　または　２２　と解答しているもの 7.4
5 ６　または　６０　と解答しているもの 2.6
6 １３０　と解答しているもの 1.0
7 １．３　と解答しているもの 0.3
8 １．６　と解答しているもの 0.6
9 上記以外の解答 4.4
0 無解答 0.5

2 (3)

問題番号 解答類型

６＋0.5×２ の計算をしましょう

○目の前の子どもたち
のつまずきに気付く

○適切な指導を行う



奈良県教育委員会

平成29年度全国学力・学習状況調査結果
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６＋0.5＝6.5
6.5×２＝13.0

誤答の類型分析

加減より乗除が優先されることが
定着できてない。順番通りに計算
しているのだろう。

奈良県反応率
（％）

◎ 1 ７　と解答しているもの 62.4
2 １３　と解答しているもの 18.9
3 １６　と解答しているもの 2.1
4 ２．２　または　２２　と解答しているもの 7.4
5 ６　または　６０　と解答しているもの 2.6
6 １３０　と解答しているもの 1.0
7 １．３　と解答しているもの 0.3
8 １．６　と解答しているもの 0.6
9 上記以外の解答 4.4
0 無解答 0.5

2 (3)

問題番号 解答類型

【解答類型２】 ６＋0.5×２ ＝ 13

奈良県で「13」と
解答したのは

１８．９％

全国では

17.2％



奈良県反応率
（％）

◎ 1 ７　と解答しているもの 62.4
2 １３　と解答しているもの 18.9
3 １６　と解答しているもの 2.1
4 ２．２　または　２２　と解答しているもの 7.4
5 ６　または　６０　と解答しているもの 2.6
6 １３０　と解答しているもの 1.0
7 １．３　と解答しているもの 0.3
8 １．６　と解答しているもの 0.6
9 上記以外の解答 4.4
0 無解答 0.5

2 (3)

問題番号 解答類型

奈良県教育委員会

平成29年度全国学力・学習状況調査結果
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６＋0.5＝1.1
1.1×２＝2.2

誤答の類型分析

さらに、小数とのたし算におい
て、位をそろえて計算すること
に課題が見られる。

目の前の子どもたちのつまずき
に気付くことができ、適切な指
導ができる。

類型分析をすることで

【解答類型４】 ６＋0.5×２ ＝ 2.2

６＋0.5×２ ＝ 22



〇 ×

〇 ア イ

× ウ エ

オ

〇・・・飼っている
×・・・飼っていない

イ
ヌ

合計

ネコ
合計

　　　　飼っている動物調べ　　　(人)

奈良県教育委員会

平成29年度全国学力・学習状況調査結果

出席
番号

イヌ ネコ

1 〇 ×

2 × ×
3 〇 ×
4 〇 〇
5 〇 ×
6 × ×
7 〇 ×
8 × ×
9 〇 〇
10 × 〇
11 〇 ×
12 × ×
13 〇 ×

〇・・・飼っている
×・・・飼っていない

飼っている動物調べ

Ａ９【資料の分類整理 二次元表】 ４年Ｄ 数量関係 (4) ア

13

平均正答率

61.3％

（出題の趣旨）
(1)資料を二次元表に分類整理することができる。
(2)資料から、二次元表の合計欄に入る数を求め
ることができる。



奈良県教育委員会

平成29年度全国学力・学習状況調査結果

奈良県反応率
（％）

全国反応率
（％）

◎ 1 １３　と解答しているもの 61.3 63.1
2 ２６　と解答しているもの 12.2 12.3
3 ３９　と解答しているもの 0.0 0.0
4 　６　と解答しているもの 0.3 0.2
5 １１　と解答しているもの 3.8 4.4
6 １５　と解答しているもの 0.9 0.8
9 上記以外の解答 14.7 14.0
0 無解答 6.8 5.1

問題番号

(2)9

解答類型

Ａ９(2) 解答類型

14

解答類型２（「26と解答しているもの」）が、
12.2％と多い

二次元表について、十分な理解ができ
ていない可能性がある。



奈良県教育委員会

平成29年度全国学力・学習状況調査結果
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Ａ９
家でイヌやネコを飼っているかどうかを、13人
に聞いて次のように記録しました。

【ねらい】
①目的に応じて資料を集める
②集めた資料を分類整理する
③２つの観点の事柄を１つの表にまとめる

出席
番号

イヌ ネコ

1 〇 ×

2 × ×
3 〇 ×
4 〇 〇
5 〇 ×
6 × ×
7 〇 ×
8 × ×
9 〇 〇
10 × 〇
11 〇 ×
12 × ×
13 〇 ×

〇・・・飼っている
×・・・飼っていない

飼っている動物調べ

①②イヌ、ネコを飼っているかどうかより
資料を集め○、×の表で整理する。

③イヌ、ネコという２つの観点を表す
のに、よりわかりやすい表にする。

○と×に注目すると、「○○」、「○×」、
「×○」、「××」の４つの場合がある。

「○○」・・・両方とも飼っている家
「○×」・・・イヌだけ飼っている家
「×○」・・・ネコだけ飼っている家
「××」・・・両方とも飼っていない家



〇 ×

〇 ア イ

× ウ エ

オ

〇・・・飼っている
×・・・飼っていない

イ
ヌ

合計

ネコ
合計

　　　　飼っている動物調べ　　　(人)

奈良県教育委員会

平成29年度全国学力・学習状況調査結果
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起こりうる場合が「 「○○」、「○×」、「×○」、「××」の４つの場合
より、二次元表と関連付けて整理し直す。

イヌは飼っている
ネコも飼っている
つまり
「○○」の人数を表す

イヌは飼っている
ネコは飼っていない
つまり
「○×」の人数を表す

イヌは飼っていない
ネコは飼っている
つまり
「×○」の人数を表す

イヌは飼っていない
ネコも飼っていない
つまり
「××」の人数を表す

ア＋ウ イ＋エ

ア＋イ

ウ＋エ

ア＋イ＋ウ＋エ



奈良県教育委員会

平成29年度全国学力・学習状況調査結果

問題の概要
奈良県
正答率

全国
正答率

奈良県
無解答率

全国
無解答率

(1)
カードの差が４の場合の、２けたのひき算の式と答え
を書く 75.4 76.1 2.2 2.0

(2)
示された考えを基に、５４－４５の場合で残る部分を
図に表す 82.7 81.9 3.9 3.9

(3)
２けたのひき算の答えを求めることができるきまりを
書く 36.9 38.8 14.8 14.9

(1)
小さい封筒で手紙を送る場合と大きい封筒で手紙
を送る場合の、料金の差の求め方と答えを書く 40.0 40.7 7.7 6.4

(2)
１３本の直線を使う場合、手紙の用紙の長い辺を３
等分するのは、何本目の直線と交わった点かを書く 29.3 27.7 7.2 6.0

問題
番号

1

2

小学校算数Ｂ
全国平均正答率 ４６．２％

県平均正答率

４５％
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奈良県教育委員会

平成29年度全国学力・学習状況調査結果

問題の概要
奈良県
正答率

全国
正答率

奈良県
無解答率

全国
無解答率

(1)
飛び離れた数値を除いた場合の平均を求める式を
選ぶ 67.8 68.1 1.4 1.1

(2) 仮の平均の考えを活用して、測定値の平均を求める 21.8 26.3 17.0 12.7

(1)
示された式の中の数が表す意味を書き、その数が表
のどこに入るかを選ぶ 40.3 40.2 5.4 4.8

(2)
学年全体の人数に対するハンカチとティッシュペー
パーの両方を持ってきた人数の割合を表しているグ
ラフを選ぶ

27.9 29.4 5.4 4.6

(1)
「最小の満月の直径」の図に対して、「最大の満月の
直径」の割合を正しく表している図を選ぶ 64.8 65.2 6.4 5.5

(2)
与えられた情報から、基準量、比較量、割合の関係を
捉え、「最大の満月の直径」に近い硬貨を選び、選ん
だわけを書く

12.8 13.5 9.5 8.7

3

4

5

問題
番号

小学校算数Ｂ
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奈良県教育委員会

平成29年度全国学力・学習状況調査結果

小学校算数Ｂ 平均正答率と無解答率（奈良県）

19

記述式に
よる説明
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奈良県教育委員会

平成29年度全国学力・学習状況調査結果

奈良県教育委員会 20

課題が見られた問題は，次のとおりです。



奈良県教育委員会

平成29年度全国学力・学習状況調査結果

21



奈良県教育委員会 22

平成29年度全国学力・学習状況調査結果

B１ 【数量の関係の考察と一般化（数字カード）】
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平成29年度全国学力・学習状況調査結果



奈良県教育委員会 24

平成29年度全国学力・学習状況調査結果



奈良県教育委員会 25

平成29年度全国学力・学習状況調査結果

板書を工夫することで、児童
の気付きを引き出すことが考
えられます。
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平成29年度全国学力・学習状況調査結果

教師が発問をする前に、児童
自らが気付くことが考えられ
ます。その際には、その気付
きを学級全体で共有できるよ
うに発問などを工夫すること
が大切です。

児童の気付きを受けて、「～さん
は、カードの差と２けたのひき算の
答えには、きまりがありそうです。
と言っています。どのようなきまり
があるのかを考えてみましょう。」
と、児童一人一人が考える時間を設
けることが考えられます。
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小学校４年算数 平均正答率と無解答率（奈良県）

奈良県教育委員会 27

４番
分数

10番(2)

地図から
読み取る 14番

かけ算の説明 17番
余りの切り上げ

記述式に
よる説明

16番(2)
2つの棒グラフの読み取り
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H29年奈良県学力・学習状況調査 16(2)

ねらい：めもりの異なる２つの棒グラフを読み取り、指摘が間違っている
理由を読み取った情報を使って説明することができる。

【棒グラフ】 ３年Ｄ 数量関係 (3) ア

県平均正答率

57.9％
無解答率

22.6％

奈良県学力・学習状況調査の結果概要



奈良県教育委員会 29

表・グラフの問題においても、新学習指導要領の目指す育成すべき３つの資質・能力の１つであ
る「未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表現力等を身に付ける」という目標に対して
〇資料から情報を読み取ること
〇それを根拠に主張の正誤を判断すること
〇資料を基に、判断の理由を数学的な表現を用いて説明すること
に課題があり、その改善に向けて、どの学年でも取り組むことができます。

学年 内　　容
小学１年 絵や図を用いた数量の表現
小学２年 簡単な表、グラフ
小学３年 表、棒グラフ
小学４年 折れ線グラフ、二次元表
小学５年 帯グラフ、円グラフ
小学６年 比例、反比例、度数分布、柱状グラフ
中学１年 比例、反比例、資料の散らばりと代表値

柱状グラフ(ヒストグラム)、度数分布多角形
中学２年 一次関数
中学３年 ２乗に比例する関数、標本調査

奈良県学力・学習状況調査の結果概要



奈良県教育委員会

今後の授業の在り方
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奈良県教育委員会

今後の授業の在り方
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【先生方にお願いしたいこと】

○ 解き方の指導だけでなく、考え方を大事に指導していただきたい。

言葉、式、図(場面)を別にするのではなく、関連付けて考える。

○ 子どもたちが、積極的に疑問を持つような問いかけをしていただきたい。

先生たち自身が、教材に疑問をもち学び続ける。

○ 全国学力・学習状況調査やアイデア例を利用し、学習状況を検証して
いただきたい。

正誤を測るだけでなく、自らの考えを、言葉や式・図形を用い説明でき
ることを目標にする。
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